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アップグレードと移行の概要
このマニュアルの手順では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerおよび IM and Presence Service
を以前のバージョンから現在のバージョンにアップグレードする方法について説明します。

このマニュアルの手順は、すべてのアップグレードおよび移行パスの開始点として使用してく

ださい。このガイドで使用されている「アップグレード」という用語を読む場合は、次のアッ

プグレードの使用用語に注意してください。

•「アップグレード」という用語は、すべてのクラスタノードがエンドツーエンドプロセス
に必要な手順を完了するシナリオを指します。その結果、クラスタ全体がアップグレード

された宛先バージョンで実行されます。その後、アップグレードは「完了/完了」と見な
されます。「アップグレード」のエンドツーエンドプロセスは、すべてのノードがアップ

グレード非アクティブバージョンを完了し、すべてのノードがスイッチバージョンのリ

ブートを完了し、すべてのクラスタノードでデータベースレプリケーションが完了するこ

ととして定義されます。アップグレードステータスの確認については、手動によるバー

ジョン切り替え (クラスタ全体)セクションを参照してください。

•「非アクティブなバージョン」または「非アクティブなバージョンのアップグレード」と
いう用語は、1つ以上のクラスタノードで、switch-version-rebootを実行しない、または実
行する前に、非アクティブなバージョンのみをアップグレードすることを意味します。
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アップグレードに関する考慮事項

1. 「直接アップグレード」方法を選択します。単純なアップグレードを選択することをお勧
めしますが、従来の単一ノードのアップグレード方法を実行することもできます。「アッ

プグレード方法（2ページ）」を参照してください。

2. 選択したアップグレード方法に関係なく、すべてのクラスタノードが完了する必要があり
ます。

•非アクティブなバージョンのアップグレード

•スイッチバージョンの再起動

•クラスタ内のすべてのノードでデータベースのレプリケーションが完了するまで待機
します。

3. アップグレード計画のステップ 2に記載されているポイントが、「順序付けルールと時間
要件」の章に記載されているノード順序付けルールに従っていることを確認する必要があ

ります。

4. ステップ2のすべての要件が満たされていないと、アップグレードは完了しません。Cisco
Unified OSAdministrationのユーザインターフェイスからアップグレードステータスを表示
するか、CLIコマンドを使用してステータスをモニタできます。また、すべてのクラスタ
でステップ 2のすべての条件が満たされるまで、クラスタノードへのブロックの可能性に
ついて警告するバナーメッセージをユーザインターフェイスに表示し、機能を追加/更新/
削除することもできます。

アップグレード方法
次の表では、アップグレードを完了するために使用できる、Cisco Unified Communications
Manager、IM and Presence Service、およびアップグレードツールを使用して実行できるアップ
グレードのタイプについて説明します。
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドタイプ

標準アップグ

レードを実行

する際に、次

のツールを使

用できます。

• UnifiedOS
管理者

• CLI

• PCDアッ
プグレー

ドタスク

標準アップグレードは直接アップグレードであり、基盤とな

るオペレーティングシステムではなく、アプリケーションソ

フトウェアをアップグレードする必要があります。これは通

常、アップグレードの最も単純な形式であり、通常は同じメ

ジャーマイナーリリースカテゴリ内からのアップグレードに

適用されます。この場合、OSは両方のリリースで同じです。

元のリリース 12.5以降の場合、直接の標準アップグレードに
よって、期間が大幅に改善され、手順が簡素化され、サービ

スへの影響が軽減されます。

例：12.5(1)から 12.5(1)SU1へのアップグレード。

アップグレード前のリリースが 12.5(1)以降の標
準アップグレードでは、簡素化されたクラスタ規

模のアップグレードを使用してクラスタ全体を

アップグレードすることができます。

（注）

直接標準アッ

プグレード

更新アップグ

レードプロセ

スを実行する

際に、次の

ツールを使用

できます。

• UnifiedOS
管理者

• CLI

• PCDアッ
プグレー

ドタスク

直接更新アップグレードは直接アップグレードの一種で、ア

プリケーションソフトウェアと、基盤となるオペレーティン

グシステムソフトウェアの両方をアップグレードする必要が

あります。多くの場合に、OSが異なる 2つのリリース（メ
ジャー/マイナー）間でアップグレードを行う場合に使用しま
す。

例：12.5.xより前のソースからリリース 15へのアップグレー
ドの更新はサポートされていません。

直接更新アッ

プグレード
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドタイプ

移行を完了す

るには、次の

ツールを使用

します。

• PCDの移
行

•データイ
ンポート

を使用し

た新規イ

ンストー

ル

直接の移行には、直接のアップグレードだけでは対処できな

い複数の要因が存在する場合の「再配置」が含まれます。直

接移行は、次の場合に使用されます。

•サイトの移動

•アップグレードでインフラストラクチャハードウェアお
よびプラットフォームの変更が必要とされる場合。

例：ESXi 5.5および Cisco UCSM3世代ハードウェア上の
Unified CM 10.5(x)から ESXi 7.0および Cisco UCS M5世
代ハードウェア上の 12.5(x)へのアップグレード。

• ESXiのアップグレードおよび/または Unified CM仮想マ
シン構成の変更

• Unified CMアドレス/ホスト名の変更

•アップグレードで、元のリリースに存在しない直接アッ
プグレードパスが必要になる場合。

例：ESXi上の Unified CM 8.5(1)から ESXi上の 12.5(x)へ
のアップグレード（直接アップグレードパスが存在しな

いため移行が必須）。

• V2V（Virtual to Virtual）の移行では、直接アップグレー
ドパスがある場合でも、期間、サービスへの影響、短時

間の停止時間など、アップグレードパスの複雑さの要因

を軽減するために、直接移行が推奨されます。

直接移行

アップグレードの計画
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドタイプ

CLIはデータ
インポートに

よるインス

トールを完了

するために使

用されます。

リリース 10.5以降からリリース 15へ移行する場合は、直接
アップグレードや直接移行の代わりに、データインポートを

使用して新規インストールできます。次の手順を行います。

•元のリリース（10xまたは 11x）に、COPファイル
ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgnをインストールします。

•元のリリースのデータを Secure FTP（SFTP）サーバにエ
クスポートします。

•リリース 15の新しい仮想マシンをインストールしてか
ら、このデータをインポートします（通常、応答ファイ

ルとインポートデータの両方が事前に手順化されている

場合は、ゼロタッチクラスタインストールになりま

す）。

何らかの理由で以前のリリースにロールバックすることを決

定した場合は、ciscocm.DataExport_rollback_v1.0.cop.sgnの
COPファイルをインストールします。

データイン

ポートを使用

したインス

トール

詳細について

は、「レガ

シーリリース

からのアップ

グレード」を

参照してくだ

さい。

レガシーリリースとは、リリース 15への直接アップグレー
ドパスや直接移行パスが存在しないほど古いリリースを指し

ます。PCD移行、またはデータインポートを使用したインス
トールをサポートする新しいリリースへの直接アップグレー

ドを行ってから、PCD移行、またはデータインポートを使用
した新規インストールを行うしか、リリース 15にアップグ
レードする方法はありません。

例：10.5より前の Unified CMまたは 10.5より前の IM and
Presence Serviceから 15への必要なアップグレード。

レガシーリ

リースからの

移行

現在のシステムの記録を取得する
アップグレードを開始する前に、現在のシステム設定内のバージョンの記録を取得します。現

在のシステムで使用されているバージョンがわかったら、アップグレードの計画を開始できま

す。次のような機能があります。

• Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのアップグレード前の
バージョン

•現在のハードウェアバージョン

• VMwareバージョン管理

アップグレードの計画
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VMwareは、Unified CM 8.xおよび9.xでオプションの導入として
導入されました。リリース4.x以降では、VMwareが必須になりま
した。

（注）

アップグレード前アップグレード準備状況 COPファイルを実行することによって、バージョ
ンを取得できます。詳細については、「アップグレード準備 COPファイルの実行（アップグ
レード前）」を参照してください。

COPファイルでサポートされているアップグレードおよ
び移行パス

次の表に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのリリース 15と IM and Presence Serviceにアッ
プグレードするためにサポートされているアップグレードパスを示します。次の表は、COP
ファイルが必要なアップグレードパスを示しています。Cisco Unified OS管理インターフェイ
スを使用してアップグレードを開始する前、またはCiscoPrimeCollaborationDeployment（PCD）
ツールを使用してアップグレードまたは移行を開始する前に、各ノードに COPファイルをイ
ンストールする必要があります。PCDを使用している場合は、アップグレードを開始する前に
COPファイルの一括インストールを実行できます。

特に指定がない限り、各リリースカテゴリにはそのカテゴリ内の SUリリースが含まれていま
す。

（注）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの COPファイルは、
https://software.cisco.com/download/home/268439621からダウンロードできます。アップグレード
の宛先バージョンを選択した後、[Unified Communications Managerユーティリティ（Unified
Communications Manager Utilities）]を選択して、COPファイルのリストを表示します。

必須ではありませんが、アップグレードの成功を最大化するためにアップグレード前にアップ

グレード準備のCOPファイルを実行することを強く推奨します。CiscoTACでは、有効なテク
ニカルサポートを提供するために、このCOPファイルを実行する必要がある場合があります。

（注）
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ソースが FIPSモードおよび/または PCDが FIPSモードの場合、COPファイル
ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_CSCwa77974_v1.0.k4.copに関する情報については、
https://www.cisco.com/web/software/286319173/139477/ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_
CSCwa77974_v1.0.k4.cop-ReadMe.pdfを参照してください。このドキュメントでは、15の移行
先バージョンへの直接アップグレードまたは直接移行に必要な前提条件について詳しく説明し

ます。

（注）

ソースリリースからリリース 15への直接標準アップグレードが利用可能な場合は、単一ノー
ドまたはクラスタ全体のアップグレードを選択できます。

クラスタ全体をアップグレードし、期間、ダウンタイム、サービスへの影響、または管理者の

介入が最小になるようにするには、Unified OS Adminアップグレードまたは CLIアップグレー
ドを使用した Unified CMパブリッシャ経由のクラスタアップグレードの詳細を示す「クラス
タ全体のアップグレードタスクフロー（直接標準）」の手順を使用します。ここでは、Unified
CMパブリッシャのみをアップグレードし、クラスタ内の他のすべてのノードのアップグレー
ドまたは再起動を調整します。

ソースをノードごとにアップグレードするか、ローカルのUnifiedOSAdminアップグレードま
たは CLIアップグレードを使用して単一ノードのみを使用する場合は、「クラスタノードの
アップグレード（直接更新）」セクションを参照してください。詳細については、『Cisco
Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイ
ド』を参照してください。

（注）

『アップグレードガイド』で説明されているように、アップグレード計画がノードシーケンシ

ングルールに従っていることを確認する必要があります。IMandPresenceServiceノードでバー
ジョンを切り替える前に、まずパブリッシャノード、サブスクライバノードの順に Unified
Communications Managerノードを切り替える必要があります。

上記の手順に従わず、Unified Communications Manager Publisherノードがバージョン 15に切り
替えられ、IM and Presence Service Publisherノードのバージョンが 12.5.xまたは 14および SU
のバージョンのままであり、アップグレードされていない場合、 [ソフトウェアアップグレー
ド（Software Upgrades）]メニューの次のページは、IM and Presence Serviceノードでは表示ま
たは機能しません。

•クラスタの再起動/バージョン切り替え

•クラスタソフトウェアの場所

•ソフトウェアのインストールおよびアップグレードクラスタ

（注）
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Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 15でサポートされてい
る直接リフレッシュの更新のパスはありません。12.5.xより前のソースからリリース 15への
アップグレードの更新はサポートされていません。

（注）

表 1 : Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのアップグレードパス

バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

N/A15への直接アップグレードはサポートさ
れていません。移行先バージョンが 15
で、ソースバージョンが10.0の場合、移
行には Cisco Prime Collaboration
Deployment（PCD）を使用する必要があ
ります。

移行先バージョンが 15で、ソースバー
ジョン 10.0が FIPSモードの場合、Cisco
Prime CollaborationDeployment (PCD)は非
FIPSモードである (または置かれる)必要
があります。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1510.0
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

N/Aアップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

15への直接アップグレードはサポートさ
れていません。移行先バージョンが 15
で、ソースバージョンが10.5の場合、移
行には Cisco Prime Collaboration
Deployment（PCD）を使用する必要があ
ります。

移行先バージョンが 15で、ソースバー
ジョン 10.5が FIPSモードの場合は、次
のいずれかを実行します。

• PCDは非 FIPSモードである（また
は置かれている）必要があります。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1510.5

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

アップグレードの計画

9

アップグレードの計画

COPファイルでサポートされているアップグレードおよび移行パス



バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

サポート

対象外

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先バージョンが 15で、ソースバー
ジョン 11.0が FIPSモードの場合は、次
のいずれかを実行します。

• PCDは非 FIPSモードである（また
は置かれている）必要があります。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1511.0

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

サポート

対象外

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先バージョンが 15で、ソースバー
ジョン 11.5が FIPSモードの場合は、次
のいずれかを実行します。

• PCDは非 FIPSモードである（また
は置かれている）必要があります。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1511.5

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

サポート

対象外

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

ソースバージョンが Unified
CommunicationsManager (12.0.1.10000-10)
のリリース12.0(1)の場合、次のCOPファ
イルをインストールする必要がありま

す：ciscocm-slm-migration.k3.cop.sgn。

これは、ソースバージョンがより高い場

合（リリース12.0(1)SU1など）は必要あ
りません。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1512.0

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

サポート

対象

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

OS管理
者また

は CLI
経由

標準の直接

アップグ

レード（シ

ンプルアッ

プグレー

ド）

1512.5

サポート

対象

PCD 15
アップ

グレー

ドタス

ク経由

直接標準

アップグ

レード

アップグレードの計画

13

アップグレードの計画

COPファイルでサポートされているアップグレードおよび移行パス



バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• Unified CMソースが 12.5.1.14900-63
より古い場合は、次のCOPファイル
をインストールします。
ciscocm.enable-sha512sum-2021-signing-key-v1.0.cop.sgn

• IM and Presence Serviceのソースが
12.5.1.14900-4より古い場合は、次の
COPファイルをインストールしま
す：

ciscocm.enable-sha512sum-2021-signing-key-v1.0.cop.sgn。

•移行先バージョンが 15で、ソース
バージョン 12.5が FIPSモードの場
合は、次のいずれかを実行します。

• PCDは非FIPSモードである（ま
たは置かれている）必要があり

ます。

• PCDアップグレードタスクを使
用する代わりに、データイン

ポートでフレッシュインストー

ルを使用します。

• Cisco Prime Collaboration Deployment
を使用して IM and Presence Serviceク
ラスタをリリース 12.5.xからリリー
ス15にアップグレードする場合は、
アップグレードを開始する前に、リ

リース 12.5.xシステムに次の COP
ファイルをインストールします：

ciscocm.imp15_upgrade_v1.0.k4.cop.sha512。

COPファイルは、次の場合にのみ適
用されることに注意してください。

• Unified Communications Manager
の接続先バージョンはリリース

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

15です。

• Unified Communications Manager
の接続先バージョンがリリース

15であり、IM and Presence
Serviceの送信元を制限付きバー
ジョンから無制限バージョンに

アップグレードしようとしてい

ます。

サポート

対象外

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先バージョンが 15で、ソースバー
ジョン 12.5が FIPSモードの場合は、次
のいずれかを実行します。

• PCDは非 FIPSモードである（また
は置かれている）必要があります。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

サポート

対象

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

OS管理
者また

は CLI
経由

標準の直接

アップグ

レード（シ

ンプルアッ

プグレー

ド）

1514お
よび
SU

サポート

対象

PCD
アップ

グレー

ドタス

ク経由

直接標準

アップグ

レード

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

•移行先バージョンが 15で、ソース
バージョン 14が FIPSモードの場合
は、次のいずれかを実行します。

• PCDは非FIPSモードである（ま
たは置かれている）必要があり

ます。

• PCDアップグレードタスクを使
用する代わりに、データイン

ポートでフレッシュインストー

ルを使用します。

• Cisco Prime Collaboration Deployment
を使用して IM and Presence Serviceク
ラスタをリリース 14または SUから
リリース 15にアップグレードする
場合は、アップグレードを開始する

前に、リリース 14または SUシステ
ムに次のCOPファイルをインストー
ルする必要があります：

ciscocm.imp15_upgrade_v1.0.k4.cop.sha512。

COPファイルは、次の場合にのみ適
用されることに注意してください。

• Unified Communications Manager
の接続先バージョンはリリース

15で、IM and Presence Serviceの
送信元ノードは14または14SU1
バージョンです。

• Unified Communications Manager
の接続先バージョンがリリース

15であり、IM and Presence
Serviceの送信元を制限付きバー
ジョンから無制限バージョンに

アップグレードしようとしてい

アップグレードの計画
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バージョ

ンスイッ

チング *
(送信元か
ら宛先、

またはそ

の逆)

前提条件メカニズム送信先送信

元

ます。

サポート

対象外

アップグレード前チェックCOPファイル
を実行します。

移行の前に、
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

接続先バージョンが 15で、送信元バー
ジョンが 14または SUが FIPSモードの
場合は、次のいずれかを実行します。

• PCDは非 FIPSモードである（また
は置かれている）必要があります。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

サポート

対象外

•アップグレード前チェックCOPファ
イルを実行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

データインポートを使

用したフレッシュイン

ストール（V2V）

*バージョン切り替えとは、新しいバージョンを非アクティブバージョンとしてインストール
し、必要に応じて新しいバージョンと古いバージョンを切り替えることができる機能です。こ

の機能はほとんどの直接アップグレードでサポートされますが、移行ではサポートされませ

ん。

PCDのアップグレードと移行：上記の表の PCDアップグレードタスクまたは PCD移行タスク
を使用してサポートされているすべてのパスでは、PCDリリース 15を使用する必要がありま
す。

（注）

アップグレードの計画
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アップグレードツールを選択する
選択可能な複数のメカニズムがある場合に使用するアップグレードツールを決定するのに役立

つ情報については、次の表を参照してください。

レガシーアップグレードについては、「レガシーリリースからのアップグレード」を参照し

てください。

（注）

表 2 :アップグレード方法の選択

アップグレードまたは移

行を完了する方法

このメソッドを使用するタイミングサポートアップグレード方法

アップグレード作業に進

みます。

このツールは次の場合に考慮してください。

• クラスタ全体のアップグレードを簡素化する
ため

• アプリケーションソフトウェアを変更するだ
けで、ハードウェアまたは VMwareは更新さ
れません。

• 直接アップグレードパスが存在します。

• Unified CMおよび IM and Presence Serviceのみ
をアップグレードする場合。その他のUCアプ
リケーションはありません。

• 単一の Unified CMクラスタと単一の IM and
Presenceサブクラスタをアップグレードしてい
ます。

CLIのアップグレードでは、Unified OS
管理者のアップグレードと同じサポー

トが提供されますが、別のインターフェ

イスからもサポートされます。

（注）

CiscoUnifiedOS管理GUI
またはCLIを使用した直
接アップグレード (標準
または更新)。

統合された OS管理また
はCLIのアップグレード

アップグレードの計画
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アップグレードまたは移

行を完了する方法

このメソッドを使用するタイミングサポートアップグレード方法

リリースから 10. x以降

1. アップグレード準備

COPファイルの実行
（アップグレード

前）

2. アップグレードまた

は移行タスクを実行

するには、『 Cisco
Prime Collaboration
Deployment
Administration Guide
』を参照してくださ

い。

3. アップグレード準備

COPファイルの実行
（アップグレード

後）

リリースの

リリースが

9.xよりも前
の場合、

アップグ

レード準備

状況の COP
ファイルは

機能しませ

ん。付録で

は、手動で

のアップグ

レード前の

タスクと

アップグ

レード後の

タスクを完

了する必要

がありま

す。

（注）

このツールは、次の場合に考慮してください。

• 複数のクラスタをアップグレードすることが
できます。

• クラスタに多数のノードがあるため、アップ
グレードのオーケストレーションを行って予

定を早める必要がある場合。

• Cisco Unity Connectionや Cisco Unified Contact
Center Expressなどの他のアプリケーションを
アップグレードする必要があります。

Cisco Prime Collaboration
導入のアップグレードタ

スクを使用して、直接

アップグレード (標準ま
たは更新)を処理しま
す。

PCDのアップグレード

次の場合にこのツールを検討してください。

• VMwareを使用していない以前のリリースから
アップグレードしようとしています。

• ソースのリリースは、VMwareをサポートして
いないため、古いリリースです。

• アプリケーションバージョンのアップグレー
ドに加えて、ESXiの更新も行う必要がありま
す。

• インフラストラクチャのハードウェアとプラッ
トフォームを変更しようとしています。

• ソースリリースは以前の11.5バージョンから
直接アップグレードされており、ディスク容

量の問題が発生しています。使用可能なディ

スク領域を最大化するために、最新のスタッ

クに再インストールする必要がある場合があ

ります。

• 一時的に重複する Vmとそのハードウェアが
必要なインフラストラクチャを使用できます。

Cisco Prime Collaboration
Deploymentによる移行を
処理します。

PCD移行

アップグレードの計画
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アップグレードまたは移

行を完了する方法

このメソッドを使用するタイミングサポートアップグレード方法

1. ソースリリースが

10.5、11.5、および
12.5.1～ 12.5(1)SU4
の場合は、COPをイ
ンストールします。

2. データを SFTPにエ
クスポートするには

CLIを実行します。

3. そのデータを SFTP
からインポートする

には、新しい応答

ファイルフィールド

と新しいインストー

ラGUIフィールドを
使用してゼロタッチ

インストールを行い

ます（『インストー

ルガイド』を参

照）。

このツールは、次の場合に考慮してください。

• 直接 15に更新アップグレードを行う必要はあ
りませんが、これ以外に直接アップグレード

を行う方法はありません。

• 直接更新アップグレードの代替策として、PCD
（アドレスを付け変えた一時的な追加ハード

ウェア）を使用した直接移行を行う必要はあ

りません。

元のリリースデータを

SFTPにエクスポートし、
そのデータがインポート

された新しい 15クラス
タをゼロタッチでインス

トールすることで移行を

処理します。

データインポートを使用

した新規インストール

要件および制約事項
ここでは、このリリースへのアップグレードの要件と制限事項について説明します。

ハードウェア要件

次のタイプUnified Communications ManagerのIM and Presence Serviceハードウェアでホストされ
ている仮想サーバをインストールできます。現在の展開でこれらのサーバのいずれかを使用し

ていない場合は、サポートされているハードウェアプラットフォームに移行する必要がありま

す。

• Cisco Business Edition 6000または 7000アプライアンス

•仮想化されたCiscoハードウェア（CiscoUCSやCiscoHyperFlexなど）は、VMware vSphere
ESXiを使用しています。

• VMware vSphere ESXiを搭載した仮想化されたサードパーティ製ハードウェア

要件とサポートポリシーは、これらのオプションごとに異なります。アップグレードを開始す

る前に、現在のハードウェアが新しいリリースの要件を満たしていることを確認します。要件

の詳細は、https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
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cisco-collaboration-virtualization.htmlに移動し、Unified Communications Managerおよび IM and
Presence Serviceアプリケーションのリンクを参照することで確認できます。

プラットフォームの要件

ここでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを展開する
前に満たす必要があるプラットフォーム要件について説明します。

このリリースでは、サーバハードウェアで Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceを直接インストールまたは実行することはできません。これらのアプリケーションは、
仮想マシンで実行する必要があります。

仮想マシンでソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の操作を実行す

る必要があります。

•プラットフォームを設定する。

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定する。

最新のUnified CommunicationsManager対応/サポートの ESXiバー
ジョンについては、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照し
てください。

（注）

•リリース用にシスコが提供する正しい OVAファイルから仮想マシンを展開します。使用
するインストール方法によっては、追加の手順が必要です。

仮想マシンの構成

アップグレードまたは移行を開始する前に、現在の仮想マシン (VM)ソフトウェアが新しいリ
リースの要件を満たしていることを確認します。
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表 3 :仮想マシンの要件

説明項目

OVAファイルには、仮想マシン設定用の一連の定義済みテンプ
レートが用意されています。サポートされているキャパシティ

レベル、必要な OS/VM/SANの配置などの項目について説明し
ます。Unified Communications ManagerおよびIM and Presence
Serviceアプリケーション用に提供された OVAファイルから VM
設定を使用する必要があります。

OVAファイルから使用する正しい VM設定は、展開のサイズに
基づいています。OVAファイルの詳細については、
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/collaboration-virtualization-sizing.htmlの「Unified
Communications仮想化のサイジングに関するガイドライン」の
トピックを検索してください。

OVAテンプレート

リリースの互換性とサポート要件を満たすvSphereESXiハイパー
バイザのバージョンをインストールする必要があります。

Cisco Prime Collaboration Deployment (PCD)を使用してアップグ
レードまたは移行を実行する場合は、正しいライセンスタイプ

で vSphere ESXiがインストールされていることも確認する必要
があります。PCDは、vSphere ESXiのすべてのライセンスタイ
プと互換性がありません。これらのライセンスの一部では、必

要な VMware Apiが有効になっていないためです。

VMware vSphere ESXi

VMware vCenterは、Business Edition 6000/7000 Unified
CommunicationsManagerアプライアンスIM and Presence Service、
または UCSテスト済みリファレンス構成ハードウェアで UC上
に展開する場合はオプションです。

VMwarevCenterは、UCにUCS仕様ベースおよびサードパーティ
製のサーバ仕様ベースのハードウェアに導入する場合に必須で

す。

VMware vCenter
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説明項目

またはUnified Communications ManagerIM and Presence Serviceの
新しいリリースにアップグレードするために、VMの仮想ハー
ドウェア仕様を変更する必要があるかどうかを確認します。

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceリ
リース15バージョンには、現在実行しているよりも多くのvRAM
が必要な場合があります。古いリリースバージョンに十分な

vRAMサイズがない場合、 IM and Presence Serviceリリース 15
への直接アップグレードは失敗します。

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceリ
リース 15バージョンでは、現在実行しているよりも多くの GB
と異なるパーティションが必要になる場合があります。 Unified
Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース
15への直接アップグレードは、HDDサイズを手動で 110 GBに
変更した場合でも、すべての単一の80GBvDisk展開で失敗しま
す。

アップグレード前に vRAMと vDiskの仕様を確認するには、リ
リース 15のベース OVAの Readmeを参照するか、QuoteCollab
ツールを使用します。

その他の参考資料については、次を参照してください。

•仮想マシン設定タスク VMwareを更新します。

• vDiskを更新するには、リリース 12.5または 14および SU
バージョンを、vDiskが 110GBとしてインストールされて
いる新しい VMwareにバックアップまたは復元します。こ
こでは、直接アップグレードが成功します。または、PCD
移行またはデータインポートタスクの移行を伴う新規イン

ストールを使用して、Unified CMリリース 15 OVAテンプ
レートで展開された新しいノードに移動します。

VM設定の仮想ハードウェ
ア仕様

非推奨の電話のモデル

次の表に、このリリースのCisco Unified Communications Managerで廃止されたすべての電話機
モデルと、電話モデルが最初に廃止されたUnifiedCMリリースを示します。たとえば、リリー
ス 11.5 (1)で最初に廃止された電話機モデルは、すべてのリリース (12.xリリースを含む)では
廃止されています。

これらの電話機モデルのいずれかを使用している場合、現在のリリースの Cisco Unified
CommunicationsManagerにアップグレードすると、その電話はアップグレード後に機能しなく
なります。
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表 4 :このリリースで廃止された電話機モデル

最初は廃止予定このリリースで廃止された電話のモデル

リリース 15廃止される追加のエンドポイントはありません

リリース 14廃止される追加のエンドポイントはありません

12.0 (1)以降のリリース• Cisco Unified IP Phone 7970G

• Cisco Unified IP Phone 7971G-GE

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7921G

11.5 (1)以降のリリース• Cisco IP電話 12 SP+および関連モデル

• Cisco IP電話 30 VIPおよび関連モデル

• Cisco Unified IP Phone 7902

• Cisco Unified IP Phone 7905

• Cisco Unified IP Phone 7910

• Cisco Unified IP Phone 7910SW

• Cisco Unified IP Phone 7912

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7920

• Cisco Unified IP Conference Station 7935

この問題の追加情報は、「Field Notice」を参照してください。

非推奨の電話機を含むアップグレード

以前のリリースのこれらの電話機のいずれかを使用していて、このリリースにアップグレード

する場合は、次の操作を実行します。

1. ネットワーク内の電話機がこのリリースでサポートされているかどうかを確認します。

2. サポートされていない電話機を確認します。

3. サポートされていない電話機の場合は、電話の電源を切り、ネットワークから電話を切断
します。

4. この電話機のユーザに、サポートされる電話機をプロビジョニングします。移行 FXツー
ルを使用して、古いモデルから新しいモデルの電話機に移行することができます。詳細に

ついては、https://www.unifiedfx.com/products/unifiedfx-migrationfx#endpoint_refresh_toolを参
照してください。

5. ネットワーク内のすべての電話機がこのリリースでサポートされたら、システムをアップ
グレードします。
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非推奨の電話機は、アップグレード後に削除することもできます。アップグレードの完了後に

管理者が Unified Communications Managerにログインすると、システムから非推奨の電話機に
ついて管理者に通知する警告メッセージが表示されます。

（注）

ライセンシング

非推奨の電話機とサポートされている電話機を交換するために、新しいデバイスライセンスを

購入する必要はありません。システムから廃止された電話機を削除するか、新しい Unified
CommunicationsManagerに切り替えて非推奨の電話機が登録できなくなると、新しい電話機の
デバイスライセンスが使用可能になります。

ネットワーク要件

ここでは、を導入Unified CommunicationsManagerする前に、 IM and Presence Serviceネットワー
クが満たす必要がある要件を示します。

IPアドレス要件

多数のサービスを適切に動作させるために、コラボレーションソリューション全体は DNSに
依存しているので、可用性の高い DNS構成を適切な場所に配置する必要があります。基本的
な IPテレフォニー展開でDNSを使用したくない場合は、Unified Communications Managerおよ
び IM and Presence Serviceを設定することで、ゲートウェイやエンドポイントデバイスとの通
信にホスト名ではなく IPアドレスを使用できます。

静的 IPアドレッシングを使用するようにサーバを設定し、サーバが固定 IPアドレスを取得で
きるようにします。また、静的 IPアドレスを使用することで、Cisco Unified IP Phoneをネット
ワークに接続したときにアプリケーションに登録できるようにもなります。

DNSの要件

次の要件に注意してください。

•混合モードの DNS導入はサポートされません。シスコでは混合モードの導入をサポート
していません。Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方でDNSを
使用するか、使用しないかのいずれかにする必要があります。

•展開でDNSUnified CommunicationsManagerをIM and Presence Service使用する場合は、同じ
dnsサーバを使用する必要があります。IM and Presence Serviceと Unified Communications
Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムの動作に異常が発生する場合があ
ります。

•展開がDNSを使用していない場合は、次の [ホスト名/IPアドレス（HostName/IPAddress）]
フィールドを編集する必要があります。

•サーバー（Server）：CiscoUnified CMAdministrationの [Server Configuration（サーバ
設定）]ウィンドウで、クラスタノードの IPアドレスを設定します。
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• IM and Presence UC Service：Cisco Unified CM Administrationの [UCサービスの設定
（UC Service Configuration）]ウィンドウで、IM and Presenceデータベースパブリッ
シャノードの IPアドレスを指している IM and Presence UCサービスを作成します。

• CCMCIPプロファイル（COMCIP Profiles）：Cisco Unified CM IM and Presence
Administrationの [CCMCIPプロファイルの設定（COMCIP Profile Configuation）]
ウィンドウで、いずれかの CCMCIPプロファイルでホストの IPアドレスを指定しま
す。

•マルチノードの考慮事項：IMandPresenceServiceでマルチノード機能を使用する場合は、
DNS設定オプションについて、『 IM and Presence Serviceの設定および管理ガイド』のマ
ルチノード展開に関する項を参照してください。

• DNSサーバーがWindows 2019以降で設定されていることを確認するか、任意の Linuxマ
シンで設定された DNSサーバーを使用します。

ファイアウォールの要件

ポート 22への接続がオープンで、スロットリングされないようにファイアウォールを構成し
ます。Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクライバノードのインス
トール中は、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の接続が連続してす
ばやく開かれます。これらの接続をスロットリングすると、インストールが失敗する可能性が

あります。一般的なセキュリティの考慮事項については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
セキュリティガイド』を参照してください。

これらのファイアウォール機能はアップグレードとインストールの失敗を引き起こす可能性が

あるため、アップグレードおよびインストール中は [侵入者/侵入検知（Intruder/Intrusion
Detection）]および/または [ブルートフォースアタック（Brut Force Attack）]機能を無効にする
ことをお勧めします。

（注）

ポートの使用法の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイ
ド』の「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用法」の章を参照
してください。
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SFTPサーバのサポート

以下の表示に記載されている情報を参考に、システムで使用するSFTPサーバソリューション
を決定してください。

表 5 : SFTPサーバ情報

情報SFTPサーバ

このサーバーはシスコが提供およびテストした SFTPサーバのみであ
り、Cisco TACがサポートします。

バージョンの互換性は、使用しているUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Prime Collaboration Deploymentのバージョンに依存しま
す。バージョン（SFTP）またはUnifiedCommunicationsManagerをアッ
プグレードする前に、『Cisco Prime Collaboration Deployment
Administration Guide』を参照して、互換性のあるバージョンであるこ
とを確認してください。

Cisco Prime
Collaboration
Deploymentの SFTP
サーバ

これらのサーバーはサードパーティが提供およびテストしたもので

す。バージョンの互換性は、サードパーティによるテストに依存し

ます。テクノロジーパートナーの SFTPサーバまたは Unified
Communications Managerをアップグレードする場合、テクノロジー
パートナーのページで、互換性のあるバージョンを確認してくださ

い。

https://marketplace.cisco.com

テクノロジーパート

ナーの SFTPサーバ

これらのサーバーはサードパーティが提供するものであり、Cisco
TACはこれらのサーバを正式にサポートしていません。

バージョンの互換性は、SFTPバージョンと Unified Communications
Managerバージョンの互換性を確立するためのベストエフォートに基
づきます。

これらの製品がシスコでテストされていない場合、シス

コはその機能を保証することができません。Cisco TAC
は、これらの製品をサポートしていません。完全にテス

トされてサポートされるSFTPソリューションとしては、
Cisco Prime Collaboration Deploymentまたはテクノロジー
パートナーの SFTPサーバを利用してください。

（注）

他のサードパーティの

SFTPサーバ

サブネットの制限

多数のデバイスを含む大規模な Class Aまたは Class Bサブネットに Unified Communications
Managerをインストールしないでください。詳細については、『Cisco Collaborationシステム
12.xソリューションリファレンスネットワークデザイン（SRND）』を参照してください。
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クラスタサイズ

クラスタ内の Unified Communications Managerサブスクライバノードの数は、4個のサブスク
ライバノードと 4個のスタンバイノードの合計 8個を超えることはできません。Unified
Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバ、メディアサーバなどのクラスタ
内のサーバノードの合計数は、21個を超えることはできません。

クラスタ内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6個です。

詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndにある『シスココラボレーションソリュー
ション設計ガイダンス』を参照してください。

IPサブネットマスク

24ビットの IPサブネットマスクを使用している場合は、255.255.255.0という形式を使用してく
ださい。255.255.255.000の形式は使用しないでください。255.255.255.000は有効な形式ですが、
アップグレードプロセス中に問題が発生する可能性があります。問題を回避するには、アップ

グレードを開始する前にフォーマットを変更することを推奨します。サブネットマスクを変更

するには、 set network ip eth0 <server_IP_address> 255.255.255.0コマンドを実行します。

サブネットマスクでは他の形式がサポートされており、この制限は24ビットのサブネットマス
クのみに適用されます。

ソフトウェア要件

この項では、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのアップグ
レードと移行に関するソフトウェア要件を説明します。

Cisco Unified Mobile Communicatorのデバイス名

Cisco Unified Mobile Communicatorのデバイス名が 15文字以内であることを確認します。Cisco
UnifiedMobile Communicatorのデバイス名が 15文字より多い場合、アップグレード時にデバイ
スが移行されません。

Export Restrictedおよび Export Unrestrictedソフトウェア

このリリースの Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、Export Restricted
（K9）バージョンに加えて、Export Unrestricted（XU）バージョンもサポートしています。

無制限（Unrestricted）バージョンのソフトウェアは、さまざまなセキュリティ機能を必要とし
ない特定のカスタマーのみを対象としています。無制限バージョンは一般的な展開用ではあり

ません。

（注）

Export Unrestrictedバージョンは、次の点で制限（restricted）バージョンと異なります。

•ユーザペイロード（情報交換）の暗号化はサポートされません。
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• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ません。

•無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードで
きなくなります。無制限バージョンを含むシステムでの制限バージョンの更新インストー

ルもサポートされません。

•単一クラスタ内のすべてのノードを同じモードにする必要があります。たとえば、同じク
ラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceノードは、すべてが
無制限モードまたは制限モードでなければなりません。

• IPフォンのセキュリティ設定が変更され、シグナリングおよびメディアの暗号化（VPN
Phone機能で提供される暗号化を含む）が無効になります。

無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードできな

くなるので注意してください。無制限バージョンを含むシステムでは、制限バージョンの更新

インストールを実行できません。

（注）

すべてのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）とコマンドラインインターフェイス
（CLI）で、管理者は製品バージョン（restrictedまたは export unrestricted）を表示できます。

次の表は、Unified Communications Managerの無制限バージョンと IM and Presence Serviceでは
使用できない GUI項目を示しています。

説明場所GUIの項目

Cisco Unified CM Administration

このメニューとオプションは

ありません。

[拡張機能（Advanced
Features）] > [VPN]

VPNの設定

[デバイスセキュリティモー
ド（Device Security Mode）]
は、[非セキュア（Non
Secure）]に設定されており、
設定はできません。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル

（Phone Security Profile）]

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明場所GUIの項目

• [XMPPクライアントと
IM/Pサービス間のセキュ
アモードの有効化

（Enable XMPP Client To
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [XMPPルータツールータ
セキュアモードの有効化

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [Webクライアントと
IM/Pサービス間のセキュ
アモードの有効化

（Enable Web Client to
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [SIPクラスタ間プロキシ
ツープロキシ転送プロト

コル（SIP intra-cluster
Proxy-to-Proxy Transport
Protocol）]をTLSに設定
するオプションは削除さ

れました。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [設
定（Settings）]

セキュリティ設定

• [Transport Preferred
Order]パラメータの TLS
オプションはすべて削除

されました。

• TLSオプションは、[SIP
ルートヘッダートランス

ポートタイプ（SIP Route
Header Transport Type）]
パラメータから削除され

ました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]から [サービス
（Service）]として、[Cisco
SIPプロキシ（Cisco SIP
Proxy）]を選択します。

Cisco SIP Proxyサービスのた
めの [サービスパラメータ設
定（Service Parameter
Configuration）]
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説明場所GUIの項目

OCS/Lyncとのドメイン間フェ
デレーションを設定すると

ポップアップが表示され、エ

ンタープライズ内の別の

OCS/Lyncとのみ直接フェデ
レーションを行うことができ

るとの警告が出されます。エ

ンタープライズ外のOCS/Lync
とのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされません。

[プレゼンス（Presence）]>ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーテッドドメイ
ン

セキュリティモードを構成で

きません。TLSなしに設定さ
れています。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

優先プロキシリスナーとして

TLSまたはHTTPSリスナーを
設定できません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定

Unified CM 9.xからのアップグレード

バージョン9.xの次の名前のいずれかを持つSIPプロファイルがある場合、UnifiedCommunications
Managerバージョン 9.xからバージョン 10. x以降へのアップグレードは失敗します。

• Standard SIP Profile

• Standard SIP Profile For Cisco VCS

• Standard SIP Profile For TelePresence Conferencing

• Standard SIP Profile For TelePresence Endpoint

• Standard SIP Profile for Mobile Device

これらの名前のいずれかを持つSIPプロファイルがある場合は、アップグレードを続行する前
に名前を変更または削除する必要があります。

CLIによって開始される IM and Presenceのアップグレードに必要な OS管理者アカウン
ト

utils system upgrade CLIコマンドを使用して、IM and Presence Serviceノードをアップグレード
する場合は、管理者権限を持つユーザではなく、デフォルト OS管理者アカウントを使用する
必要があります。デフォルト OS管理者アカウントを使用しないと、必須のサービスをインス
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トールするためにアップグレードに必要な特権レベルがなくなり、アップグレードが失敗する

可能性があります。show myself CLIコマンドを実行すると、アカウントの特権レベルを確認
できます。アカウントには特権レベル 4が必要です。

この制限は、IM and Presence Serviceの CLIによって開始されるアップグレードにのみ適用さ
れ、UnifiedCommunicationsManagerには適用されないことに注意してください。また、この制
限は、新しい ISOファイルでは修正される可能性があることに注意してください。特定の ISO
ファイルの詳細については、ISO Readmeファイルを参照してください。この制限に関する最
新情報については、CSCvb14399を参照してください。

Microsoft SQL Serverを使用したアップグレードに必要なデータベース移行

Microsoft SQLServerを IMandPresenceServiceの外部データベースとして展開していて、11.5(1)、
11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2からアップグレードする場合は、新しい SQL Serverデータベー
スを作成し、その新しいデータベースに移行する必要があります。この作業は、このリリース

で強化されたデータタイプのサポートのために必要です。データベースを移行しないと、既存

のSQLServerデータベースでスキーマの検証に失敗し、持続チャットなどの外部データベース
に依存するサービスが開始されません。

IMandPresenceServiceをアップグレードした後、この手順を使用して、新しいSQLServerデー
タベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQLの外部データベースでは必要ありません。（注）

はじめる前に

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。コピーを
入手するには、Cisco TACにお問い合わせください。

表 6 :

タスク手順

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい（空の）SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、
『Database Setup Guide for the IM and Presence Service』の次の章を参照してく
ださい。

1. 「Microsoft SQL Installation and Setup」：アップグレードされた IMと
Presenceサービスで新しい SQL Serverデータベースを作成する方法の詳
細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presence Service External Database Setup」：新しいデータベース
を作成した後、この章を参照して、IM and Presence Serviceにデータベー
スを外部データベースとして追加します。

ステップ 2
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タスク手順

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 3

すべての IM and Presence Serviceのクラスタノード上で Cisco XCPルータを再
起動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバー（Server）]メニューから、IM and Presence Serviceノードを選
択し、[移動（Go）]をクリックします。

3. IM and Presence Servicesの下で、Cisco XCP Routerを選択して、再起動を
クリックします。

ステップ 4

外部データベースに依存するサービスをオフにします。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IMandPresenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス IM and Presence Services）]の下で、次の
サービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [停止（Stop）]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベースにデー

タを移行します。MSSQL_migrate_script.sql

このスクリプトのコピーを入手するには、Cisco TACにお問い合
わせください。

（注）

ステップ 6
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タスク手順

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 7

以前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IMandPresenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス（IM and Presence Services）]の下で、次
のサービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが稼働していることと、すべてのチャットルームが Cisco
Jabberクライアントから認識可能であることを確認します。新しいデータベー
スが動作していることが確かな場合にのみ、古いデータベースを削除してく

ださい。

ステップ 9

FIPSモードでのアップグレードに関する考慮事項

Unified Communications Managerリリース 12.5 SU1で FIPSモードを有効にすると、低いキーサ
イズの IPsec DHグループ1、2、または5が無効になります。DHグループ1、2、または5を使用
して IPsecポリシーをすでに設定しており、FIPSモードを有効にしている場合は、Unified
Communications Managerリリース 12.5 SU1へのアップグレードがブロックされます。

Unified Communications Managerリリース 12.5 SU1にアップグレードする前に、次の手順のい
ずれかを実行します。

•以前に設定した IPsecポリシーを削除し、アップグレードを実行します。アップグレード
が完了したら、DHグループ 14～ 18の IPsecポリシーを再設定します。
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• DHグループ 14 ~ 18をサポートする COPファイル (latest_version、COP)をインストール
し、IPsecポリシーを再設定してから、アップグレードを実行します。

Unified Communications Managerリリース 15で FIPSモードを有効にすると、3DESアルゴリズ
ムは IPSec通信でサポートされません。ESPおよび 3DESとして暗号化アルゴリズムを使用し
て IPsecポリシーをすでに設定しており、FIPSモードを有効にしている場合は、Unified
Communications Managerリリース 15へのアップグレードがブロックされます。

COPファイルのインストール後に FIPSモードを無効にすると、[IPsec configuration]ページは
表示されません。

（注）

リリース15へのアップグレードまたは移行を計画している場合は、3DESアルゴリズムを使用
した IPSecポリシーが FIPSモードでサポートされていないことに注意してください。IPSecト
ンネルが確立される両方のノードで、3DES以外の暗号化および ESPアルゴリズムを使用して
IPSecポリシーを削除して再作成し、アップグレードまたは移行を計画する必要があります。

（注）

IPsecポリシーの設定の詳細については、 Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理のオン

ラインヘルプを参照してください。

IPSecの要件

証明書ベースの認証を使用して IPSecが設定されている場合は、IPsecポリシーがCA署名付き
証明書を使用していることを確認してください。自己署名証明書で証明書ベースの認証を使用

するように設定された IPsecを使用してUnified CommunicationsManagerをアップグレードしよ
うとすると、アップグレードは失敗します。CA署名付き証明書を使用するには、IPsecポリ
シーを再設定する必要があります。

移行を開始する前に、クラスタのすべてのノードで IPsecポリシーを無効にします。（注）

クラスタ間ピアのサポート

IM and Presence Serviceは、異なるソフトウェアバージョンを実行しているクラスタに対して
クラスタ間ピアをサポートします。サポートされているドメイン間フェデレーションを検索す

るには、『Cisco Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの互換性マトリク
ス』の「サポートされている統合」の章を参照してください。

アップグレード中の SpectreとMeltdownの脆弱性

このリリースのUnified CommunicationsManager、Cisco IM and Presence Service、Cisco Emergency
Responderおよび Cisco Prime Collaborationの導入には、Meltdownおよび Spectreのマイクロプ
ロセッサの脆弱性に対処するためのソフトウェアパッチが含まれています。
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リリース 12.5(1)以降にアップグレードする前に、Cisco Collaboration Sizing Toolを使用して、
現在の展開をアップグレード済みの展開と比較するように、チャネルパートナーまたはアカウ

ントチームと連携させることをお勧めします。必要に応じて、VMリソースを変更して、アッ
プグレードされた導入環境で最適なパフォーマンスが得られるようにします。

10.5(2)からの ENUM切断のアップグレードと移行の重複

リリース 10.5(2)または 11.0(1)から任意の後続のリリースに直接アップグレードまたは直接移
行する場合、アップグレードと移行の失敗を引き起こす古いロケールのインストールで問題が

発生します。この問題は、次の CUCM結合ネットワークロケールのいずれかがインストール
されている場合に発生します。

• cm-locale-combined_network-9.1.2.1100-1

• cm-locale-combined_network-10.5.2.2200-1

• cm-locale-combined_network-11.0.1.1000-1

この問題は、次の CUCMロケールが同じクラスタに同時にインストールされている場合にも
発生する可能性があります。

• cm-locale-en_GB-9.1.2.1100-1

• cm-locale-pt_BR-9.1.2.1100-1

• cm-locale-en_GB-10.5.2.2200-1

• cm-locale-pt_BR-10.5.2.2200-1

• cm-locale-en_GB-11.0.1.1000-1

• cm-locale-pt_BR-11.0.1.1000-1

アップグレードが失敗しないようにするには、この問題は、その日付以降に発行されたロケー

ルファイルには存在しないため、2017年8月31日よりも古いロケールを使用するように、Unified
Communications Managerと電話のロケールのインストールを更新します。ロケールのインス
トールを更新すると、アップグレードまたは移行を開始できます。回避策の詳細については、

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCuz97687を参照してください。

ライセンス要件

ここでは、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのライセンス要件につい
て説明します。

スマートソフトウェアライセンシングの概要

シスコスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して

います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、ラ

イセンスの所有権および消費が可視化されます。
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Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマートライセンシングでは次のことを実行できます。

•ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

•各ライセンスタイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによるライセ
ンス認証の更新

•ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる登録解
除

ライセンス承認は、30日間に少なくとも 1回更新することで 90日間有効になります。Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しないと、90日
後に承認の期限が切れます。

Cisco Smart Software Managerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）

スマートライセンシングの導入オプションには、主に次の 2つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Managerは、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。Unified Communications Managerが直接またはプロキシサーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart Software Managerによって、次のこ
とを行うことができます。

•ライセンスの管理およびトラック
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•バーチャルアカウント間でのライセンスの移動

•登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシサーバを導入することができます。

Cisco Smart Software Managerに登録されている Unified Communications Managerを 15より前の
リリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、製品インスタンスの Cisco Smart Software Manager UIで製品バージョンを 15に更新しませ
ん。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerの詳細については、https://software.cisco.comに進みます。

Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Managerサテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Managerが直接 cisco.comに接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.comでホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.comに直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Managerサ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。

•接続（Connected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの直接の接続があ
る場合に使用されます。スマートアカウントの同期が自動的に実行されます。

•切断（Disconnected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの接続がない場
合に使用されます。SmartAccountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする必
要があります。

デュアルスタックモードで実行される Unified CMは、IPv4アドレスと IPv6アドレスを使用し
て構成されたサテライトをサポートします。

（注）

Cisco Smart Software Manager Satelliteに登録されている Unified Communications Managerを 15
より前のリリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、製品インスタンスの Cisco Smart Software Manager UIで製品バージョンを 15に更
新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）
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Cisco Smart Software Managerサテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.htmlに進みます。

ライセンスタイプ

ニーズをカバーするために、次のライセンスタイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提

供します。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフト

ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザ

ライセンス、ソフトクライアントが含まれています。UCLは、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.htmlを参照し
てください。

Session Management Edition

Session Management Editionは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。Session Management Editionの登録には、
Unified Communications Managerと同じプロセスを使用できます。Cisco Unified
CommunicationsManagerが登録されているバーチャルアカウントまたは別のバーチャルア
カウントに登録し、最小のライセンス要件を満たします。

特定ライセンス予約（SLR）に登録されたSMEでは、SLR承認コードの生成時に最小セッ
トのライセンスが CSSMに予約されている必要があります。

（注）

製品インスタンスの評価モード

Unified Communications Managerは、インストール後 90日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）
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http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.html


特定ライセンス予約

特定のライセンス予約（SLR）を使用すると、お客様が仮想アカウントからライセンスを予約
し、それらのライセンスをデバイス UDIに関連付け、それらの予約済みライセンスを使用し
てデバイスを切断モードで使用することができます。この場合、仮想アカウントから UDIの
特定のライセンスと数量を予約します。以下のオプションは、特定予約向けの新機能および設

計要素の説明です。

表 7 :特定のライセンス予約コマンド

説明コマンド

ライセンス予約機能を有効にするには、このコマンドを使用し

ます。

ライセンスのスマート予約

の有効化

ライセンス予約機能を無効にするには、このコマンドを使用し

ます。

ライセンスのスマート予約

の無効化

予約要求コードを生成するには、このコマンドを使用します。ライセンスのスマート予約

要求

承認コードがインストールされる前に予約プロセスをキャンセ

ルするには、このコマンドを使用します。

許可証のスマート予約の

キャンセル

Cisco Smart Software Managerで生成されたライセンス予約承認
コードをインストールするには、このコマンドを使用します。

ライセンススマート予約イ

ンストール "<認証-コード
>"

このコマンドを使用して、インストールされているライセンス

予約承認コードと予約済み権限のリストを削除します。デバイ

スは未登録の状態に移行します。

スマート許可証予約に戻り

ます。

ユーザが入力したライセンス予約の承認コードを削除するには、

このコマンドを使用します。

license smart reservation
return-authorization "<承認
コード>"

12.0から上位バージョンにアップグレードし、アップグレードされたサーバでライセンス予約
機能を有効にする場合は、予約機能を有効にする前に、CCOからciscocm-ucm-resetudi
をダウンロードし、アップグレードした CUCMにインストールする必要があります。

（注）

ライセンス予約が有効になっている 12.5システムを 14にアップグレードする場合は、『Cisco
Unified Communications Managerシステム設定ガイド』を参照してください。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


IM and Presence Serviceライセンスの要件

IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスやソフトウェアバージョンライセンスは必
要ありません。ただし、ユーザーを割り当て、その割り当てたユーザごとに IM and Presence
Serviceを有効にする必要があります。

Jabber for Everyoneオファーを使用している場合、IM and Presence Service機能を有効にするた
めのエンドユーザーライセンスは不要です。詳細については、『Jabber for Everyoneクイック
スタートガイド』を参照してください。

（注）

IMandPresenceServiceは、各ユーザに関連付けられているクライアントの数に関係なく、ユー
ザ単位で割り当てることができます。IMandPresenceServiceをユーザに割り当てると、ユーザ
が IMとアベイラビリティの更新を送受信できるようになります。IM and Presence Serviceが有
効になっていないユーザは、IMandPresenceServiceサーバにログインして他のユーザのアベイ
ラビリティを確認したり、IMを送受信したりすることはできません。また、そのユーザのア
ベイラビリティステータスを他のユーザが確認することもできません。

次のいずれかのオプションを使用して、IMandPresenceServiceのユーザを有効にすることがで
きます。

• Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィ
ンドウ。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

•一括管理ツール（BAT）

• UnifiedCommunicationsManagerの [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]
ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに IM and Presence Serviceを割り当
てる。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド』を参照してく
ださい。

IM and Presence Service機能は、User Connect Licensing（UCL）とCiscoUnifiedWorkspace Licensing
（CUWL）の両方に含まれています。また、Unified Communications Manager IPテレフォニー
ユーザでないユーザに対しても、Jabber for Everyoneオファーを通じて IM and Presence Service
機能を入手できます。詳細については、『Jabber for Everyoneクイックスタートガイド』を参
照してください。

サポート文書
次のドキュメントには、特定のケースでのアップグレードに役立つ追加のサポート情報が記載

されています。
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-presence/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-presence/products-installation-and-configuration-guides-list.html


タスク

仮想化プラットフォームを設定するには、「仮想サーバでの

シスココラボレーション」を参照してください。詳細につい

ては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-guides-list.htmlを参照してください。

仮想化されたCiscoハードウェ
アをセットアップします。

参照先

• Cisco Business Edition 6000および 7000のインストールガ

イド：https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/business-edition-6000/
tsd-products-support-series-home.html

• Cisco Business Edition 6000および 7000のインストールガ

イド：https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/business-edition-7000/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Business Edition 6000/7000
アプライアンスのセットアッ

プ

『Cisco Unified Communications Manager単一サーバまたはクラ

スタの置換』：https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-guides-list.html

設定を保持しながら既存の

ハードウェアを交換する

VMwareの要件とベストプラクティスについては、
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_
system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.htmlを参照
してください。

VMwareベンダーのマニュアルについては、
http://www.VMware.comを参照してください。

VMwareの要件を確認する
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-6000/tsd-products-support-series-home.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.html
http://www.VMware.com


タスク

これらのドキュメントには、アップグレードされたシステム

の計画とサイジングに役立つ情報も記載されています。

•『シスココラボレーションシステムソリューションリ
ファレンスネットワークデザイン（SRND）』：
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-system/
products-implementation-design-guides-list.html

•シスコの推奨アーキテクチャガイドおよびシスコ検証済
み設計ガイド：http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/
enterprise/design-zone-collaboration/index.html

•コラボレーション仮想マシンの交換ツール：
http://ucs.cloudapps.cisco.com/

• CiscoQuote Collab Tool：http://www.cisco.com/go/quotecollab

• Cisco Collaboration Sizing Tool：http://tools.cisco.com/cucst

追加の計画およびサイジング

のリソース
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-system/products-implementation-design-guides-list.html
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-system/products-implementation-design-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/design-zone-collaboration/index.html
http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/design-zone-collaboration/index.html
http://ucs.cloudapps.cisco.com/
http://www.cisco.com/go/quotecollab
http://tools.cisco.com/cucst


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


